
(57)【要約】

【課題】乾式でありながら、プレート等の貫通材が貫通

する外壁目地を、簡素な構造で、しっかりとした止水状

態にすることができる、プレート等の貫通材が貫通する

外壁目地の乾式止水構造を提供する。

【解決手段】外壁縦目地４内に弾力性を有する乾式目地

止水材８が設置され、該目地止水材８には長手方向を向

く貫通の切込み１０が入れられ、該切込み１０を通じて

プレート等の貫通材３が乾式目地止水材８を貫通し、乾

式止目地水材８で貫通材３の周囲が止水状態にされてい

る。乾式目地止水材８の屋外側に隣接して貫通材３の外

周部に乾式の補強止水材１１が設けられ、補強止水材１

１で乾式目地止水材８の切込み１０の部分と貫通材３と

の間が補強的に止水されているのもよい。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 壁 目 地 内 に 弾 力 性 を 有 す る 乾 式 目 地 止 水 材 が 設 置 さ れ る と 共 に 、 該 目 地 止 水 材 に 長 手
方 向 を 向 く 貫 通 の 切 込 み が 入 れ ら れ 、 該 切 込 み を 通 じ て プ レ ー ト 等 の 貫 通 材 が 前 記 乾 式 目
地 止 水 材 を 貫 通 し 、 該 乾 式 止 目 地 水 材 で 貫 通 材 の 周 囲 が 止 水 状 態 に さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 、 プ レ ー ト 等 の 貫 通 材 が 貫 通 す る 外 壁 目 地 の 乾 式 止 水 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 乾 式 目 地 止 水 材 の 屋 外 側 に 隣 接 し て 貫 通 材 の 外 周 部 に 乾 式 の 補 強 止 水 材 が 設 け ら れ
、 該 補 強 止 水 材 で 前 記 乾 式 目 地 止 水 材 の 切 込 み 部 分 と 貫 通 材 と の 間 が 補 強 的 に 止 水 さ れ て
い る 請 求 項 １ に 記 載 の 、 プ レ ー ト 等 の 貫 通 材 が 貫 通 す る 外 壁 目 地 の 乾 式 止 水 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 乾 式 目 地 止 水 材 が 二 次 止 水 材 か ら な り 、 貫 通 材 を 挟 ん で 延 び る 両 側 の 目 地 部 に そ れ
ぞ れ 屋 外 側 に 面 す る 乾 式 一 次 目 地 止 水 材 が 設 置 さ れ 、
　 前 記 貫 通 材 は 、 屋 外 側 か ら 部 材 を 取 り 付 け る た め の 下 地 材 か ら な り 、 部 材 に は 貫 通 材 を
差 し 込 む 開 口 部 が 備 え ら れ る と 共 に 、 部 材 の 開 口 部 側 の 端 面 部 に は 、 弾 力 性 を 備 え た 乾 式
の ジ ョ イ ン ト 止 水 材 が 該 開 口 部 を 囲 む 全 周 に わ た る よ う に 備 え ら れ 、
　 部 材 の 開 口 部 を 通 じ て 貫 通 材 が 差 し 込 ま れ 、 部 材 と 貫 通 材 と が 結 合 さ れ た 状 態 で 、 前 記
ジ ョ イ ン ト 止 水 材 が 外 壁 目 地 部 に 弾 力 的 な 押 し 当 て 状 態 と な っ て 、 両 乾 式 一 次 止 水 材 間 を
止 水 状 態 に し て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 、 プ レ ー ト 等 の 貫 通 材 が 貫 通 す る 外 壁 目 地 の
乾 式 止 水 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 プ レ ー ト 等 の 貫 通 材 が 貫 通 す る 外 壁 目 地 の 乾 式 止 水 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 建 物 の 外 壁 に 、 例 え ば 、 バ ル コ ニ ー の 腰 壁 を 取 り 付 け た り 、 物 干 し 金 物 を 取 り 付 け る 等
の 目 的 で 、 柱 な ど の 建 物 構 造 部 分 に 固 着 し た プ レ ー ト を 外 壁 面 材 間 の 縦 目 地 を 通 じ て 屋 外
側 に 突 出 さ せ る こ と が あ り 、 外 壁 縦 目 地 と プ レ ー ト の 貫 通 部 分 の 止 水 を 乾 式 で 行 う 場 合 に
、 い か な る 態 様 で 行 う か が 問 題 と な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 に 鑑 み 、 乾 式 で あ り な が ら 、 プ レ ー ト 等 の 貫 通 材 が 貫 通 す
る 外 壁 目 地 を 、 簡 素 な 構 造 で 、 し っ か り と し た 止 水 状 態 に す る こ と が で き る 、 プ レ ー ト 等
の 貫 通 材 が 貫 通 す る 外 壁 目 地 の 乾 式 止 水 構 造 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 課 題 は 、 外 壁 目 地 内 に 弾 力 性 を 有 す る 乾 式 目 地 止 水 材 が 設 置 さ れ る と 共 に 、 該 目
地 止 水 材 に 長 手 方 向 を 向 く 貫 通 の 切 込 み が 入 れ ら れ 、 該 切 込 み を 通 じ て プ レ ー ト 等 の 貫 通
材 が 前 記 乾 式 目 地 止 水 材 を 貫 通 し 、 該 乾 式 止 目 地 水 材 で 貫 通 材 の 周 囲 が 止 水 状 態 に さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 、 プ レ ー ト 等 の 貫 通 材 が 貫 通 す る 外 壁 目 地 の 乾 式 止 水 構 造 （ 第 １ 発
明 ） に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 構 造 で は 、 貫 通 材 が 、 外 壁 目 地 を 止 水 す る 乾 式 目 地 止 水 材 に 入 れ ら れ た 切 込 み を 通
じ て 通 さ れ る こ と で 、 貫 通 材 の 周 囲 が 乾 式 止 目 地 水 材 で 止 水 さ れ る よ う に な さ れ て い る の
で 、 貫 通 材 を 挟 む 両 側 の 外 壁 目 地 部 分 を 、 連 続 し た 一 本 の 乾 式 目 地 止 水 材 で 止 水 す る こ と
が で き る と 共 に 、 こ の 乾 式 目 地 止 水 材 を 貫 通 材 の 全 周 に わ た っ て 存 在 さ せ て 貫 通 材 周 囲 の
止 水 に 効 果 的 に 役 立 た せ る こ と が で き 、 こ れ ら に よ っ て 、 乾 式 で あ り な が ら 、 貫 通 材 が 貫
通 す る 外 壁 目 地 を 、 簡 素 な 構 造 で 、 し っ か り と し た 止 水 状 態 に す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 乾 式 目 地 止 水 材 の 屋 外 側 に 隣 接 し て 貫 通 材 の 外 周 部 に 乾 式 の 補 強 止 水 材 が 設 け ら れ
、 該 補 強 止 水 材 で 前 記 乾 式 目 地 止 水 材 の 切 込 み 部 分 と 貫 通 材 と の 間 が 補 強 的 に 止 水 さ れ て
い る の も よ い （ 第 ２ 発 明 ） 。 こ の 場 合 は 、 乾 式 補 強 止 水 材 を 設 置 す る だ け の 簡 素 な 構 造 で
、 外 壁 目 地 止 水 材 の 切 込 み 周 囲 と 貫 通 材 の 外 周 部 と の 間 を よ り 一 層 し っ か り と し た 止 水 状
態 に す る こ と が で き る と 共 に 、 補 強 止 水 材 の 設 置 も 貫 通 材 の 外 周 部 分 を う ま い 具 合 に 利 用
し て 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 上 記 の 第 １ 又 は 第 ２ 発 明 に お い て 、 乾 式 目 地 止 水 材 が 二 次 止 水 材 か ら な り 、 貫 通
材 を 挟 ん で 延 び る 両 側 の 目 地 部 に そ れ ぞ れ 屋 外 側 に 面 す る 乾 式 一 次 目 地 止 水 材 が 設 置 さ れ
、
　 前 記 貫 通 材 は 、 屋 外 側 か ら 部 材 を 取 り 付 け る た め の 下 地 材 か ら な り 、 部 材 に は 貫 通 材 を
差 し 込 む 開 口 部 が 備 え ら れ る と 共 に 、 部 材 の 開 口 部 側 の 端 面 部 に は 、 弾 力 性 を 備 え た 乾 式
の ジ ョ イ ン ト 止 水 材 が 該 開 口 部 を 囲 む 全 周 に わ た る よ う に 備 え ら れ 、
　 部 材 の 開 口 部 を 通 じ て 貫 通 材 が 差 し 込 ま れ 、 部 材 と 貫 通 材 と が 結 合 さ れ た 状 態 で 、 前 記
ジ ョ イ ン ト 止 水 材 が 外 壁 目 地 部 に 弾 力 的 な 押 し 当 て 状 態 と な っ て 、 両 乾 式 一 次 止 水 材 間 を
止 水 状 態 に し て い る の も よ い （ 第 ３ 発 明 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 場 合 は 、 乾 式 一 次 目 地 止 水 材 が 貫 通 材 の 貫 通 部 で 分 断 さ れ る が 、 そ の 部 分 は 乾 式 ジ
ョ イ ン ト 止 水 材 で 止 水 さ れ 、 し か も 、 該 ジ ョ イ ン ト 止 水 材 は 、 貫 通 材 に 取 り 付 け ら れ る 部
材 を 利 用 し 、 該 部 材 の 端 面 と 外 壁 目 地 部 と の 間 に 挟 み 込 ま れ て 一 次 止 水 材 間 を 止 水 す る よ
う に な さ れ て い る の で 、 外 部 か ら 視 認 さ れ に く く て 目 立 た ず ス ッ キ リ と し た 仕 上 が り に お
い て 、 簡 素 な 構 造 で 、 し っ か り と し た 止 水 状 態 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の と お り の も の で あ る か ら 、 乾 式 で あ り な が ら 、 プ レ ー ト 等 の 貫 通 材 が
貫 通 す る 外 壁 目 地 を 、 簡 素 な 構 造 で 、 し っ か り と し た 止 水 状 態 に す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 最 良 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 実 施 形 態 の 乾 式 止 水 構 造 に お い て 、 １ は 建 物 の 柱 、 ２ ， ２ は 外 壁 パ
ネ ル 、 ３ は 貫 通 材 と し て の プ レ ー ト で あ り 、 プ レ ー ト ３ は 、 柱 １ に 溶 接 な ど で 取 り 付 け ら
れ 、 外 壁 パ ネ ル ２ ， ２ 間 の 縦 目 地 ４ を 通 じ て 屋 外 側 に 突 出 し て い る 。 な お 、 外 壁 パ ネ ル ２
に お い て 、 ５ は 窯 業 系 な ど か ら な る 外 装 材 、 ６ は パ ネ ル フ レ ー ム 、 ７ は 下 地 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の プ レ ー ト ３ が 貫 通 す る 縦 目 地 ４ を 止 水 す る た め 、 本 実 施 形 態 で は 、 次 の よ う な 乾
式 止 水 構 造 が 採 ら れ て い る 。 即 ち 、 ８ は 乾 式 の 二 次 目 地 止 水 材 で あ り 、 ９ ， ９ は 乾 式 の 一
次 目 地 止 水 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 二 次 目 地 止 水 材 ８ は 、 発 泡 Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ 等 の 弾 力 性 を 有 す る も の か ら な っ て い て 、 長 さ 方 向
の 中 間 部 に は 、 長 手 方 向 を 向 く 貫 通 の 切 込 み １ ０ が 入 れ ら れ 、 弾 力 性 を 利 用 し て 該 切 込 み
１ ０ を 通 じ て プ レ ー ト ３ を 貫 通 さ せ る こ と が で き る よ う に な さ れ て い る 。 切 込 み １ ０ は 、
プ レ ー ト ３ を 通 し た 状 態 で 、 二 次 目 地 止 水 材 ８ が 該 プ レ ー ト ３ の 外 周 全 周 に わ た り 密 着 状
態 と な る よ う な 寸 法 の も の か ら な っ て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 二 次 目 地 止 水 材 ８ は 、 図 ３ （ イ ） （ ロ ） に 示 す よ う に 、 屋 外 側 か ら 、 切 込 み １ ０
に プ レ ー ト ３ を 通 し 、 そ し て 、 縦 目 地 ４ 内 の 奥 方 に 二 次 目 地 止 水 材 ８ の 有 す る 弾 力 性 を 利
用 し て 押 し 込 ん で い く こ と で 設 置 さ れ る 。 こ の 設 置 状 態 で は 、 プ レ ー ト ３ を 挟 む 上 下 の 縦
目 地 部 分 ４ ａ ， ４ ｂ は そ れ ぞ れ 、 二 次 目 地 止 水 材 ８ の 切 込 み １ ０ を 挟 む 上 下 の 部 分 で 止 水
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状 態 に な り 、 ま た 、 プ レ ー ト ３ の 貫 通 す る 部 分 は 、 二 次 目 地 止 水 材 ８ の 切 込 み １ ０ の 周 囲
部 分 が プ レ ー ト ３ の 外 周 全 周 に 沿 う こ と に よ っ て 止 水 状 態 に な る 。 特 に 、 プ レ ー ト ３ の 貫
通 す る 部 分 で は 、 図 ２ （ イ ） に 示 す よ う に 、 目 地 空 間 部 ４ を 挟 む 両 側 面 部 と プ レ ー ト ３ と
の 間 に も 二 次 目 地 止 水 材 ８ の 肉 部 分 が 弾 力 的 に 挟 み 込 ま れ る こ と で し っ か り と し た 止 水 状
態 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 、 乾 式 の 二 次 目 地 止 水 材 ８ に 入 れ ら れ た 切 込 み １ ０ に プ レ ー ト ３ を 通 す 止 水
構 造 と す る こ と で 、 プ レ ー ト ３ を 挟 む 上 下 の 縦 目 地 部 分 ４ ａ ， ４ ｂ を 、 連 続 し た 一 本 の 乾
式 二 次 目 地 止 水 材 ８ で 止 水 す る こ と が で き 、 し か も 、 こ の 乾 式 目 地 止 水 材 ８ で プ レ ー ト ３
の 周 囲 部 分 も 止 水 状 態 に す る こ と が で き て 、 プ レ ー ト ３ の 貫 通 す る 外 壁 縦 目 地 ４ を 、 簡 素
な 構 造 で 、 し っ か り と し た 止 水 状 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 本 実 施 形 態 で は 更 に 、 乾 式 の 補 強 止 水 材 １ １ が 、 縦 目 地 ４ 内 に お い て 、 二 次 目
地 止 水 材 ８ の 屋 外 側 に 隣 接 し て 、 プ レ ー ト ３ の 外 周 部 を 全 周 に わ た っ て 囲 む よ う に 設 置 さ
れ 、 該 補 強 止 水 材 １ １ に よ っ て 、 二 次 目 地 止 水 材 ８ の 切 込 み １ ０ の 部 分 と プ レ ー ト ３ と の
間 が 補 強 的 に 止 水 さ れ 、 プ レ ー ト ３ の 貫 通 す る 部 分 の 止 水 状 態 が よ り し っ か り し た も の に
さ れ て い る 。 補 強 止 水 材 １ １ は 、 ブ チ ル 等 か ら な っ て い て 、 例 え ば 、 屋 外 側 か ら プ レ ー ト
３ の 外 周 部 に 巻 き 付 け 、 縦 目 地 ４ 内 に 押 し 込 む こ と な ど に よ っ て 容 易 に 設 置 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 方 、 乾 式 の 一 次 目 地 止 水 材 ９ ， ９ は 、 い わ ゆ る ガ ス ケ ッ ト か ら な っ て い て 、 プ レ ー ト
３ の 貫 通 す る 部 分 を 境 に 、 上 下 ２ つ に 分 断 さ れ て お り 、 図 ３ （ ロ ） 及 び 図 ４ （ ハ ） に 示 す
よ う に 、 一 方 の 一 次 目 地 止 水 材 ９ が プ レ ー ト ３ を 挟 む 上 側 の 縦 目 地 部 分 ４ ａ に 屋 外 に 面 す
る よ う に 設 置 さ れ 、 も う 一 方 の 一 次 目 地 止 水 材 ９ が プ レ ー ト ３ を 挟 む 下 側 の 縦 目 地 部 分 ４
ｂ に 同 じ く 屋 外 に 面 す る よ う に 設 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 縦 目 地 部 分 ４ ａ ， ４ ｂ が 、 こ れ ら 一
次 目 地 止 水 材 ９ ， ９ で 止 水 状 態 に さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 一 次 目 地 止 水 材 ９ ， ９ 間 の プ レ ー ト ３ の 貫 通 す る 部 分 を 止 水 す る た め 、 次 の よ
う な 構 造 が 採 用 さ れ て い る 。 即 ち 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 プ レ ー ト ３ を 下 地 と し て
取 り 付 け ら れ る ブ ラ ケ ッ ト 等 の 部 材 １ ２ が 備 え ら れ て お り 、 該 部 材 １ ２ に は 、 プ レ ー ト ３
を 差 し 込 む ス リ ッ ト 孔 １ ３ が 設 け ら れ る と 共 に 、 ス リ ッ ト 孔 １ ３ の 開 口 部 １ ４ 側 の 端 部 に
は 、 外 方 に 突 出 す る 環 状 の つ ば 部 １ ２ ａ が 備 え ら れ 、 該 つ ば 部 １ ２ ａ の 端 面 部 に 、 弾 力 性
を 備 え た 環 状 の 乾 式 ジ ョ イ ン ト 止 水 材 １ ５ が 、 開 口 部 １ ４ の 周 囲 を 全 周 に わ た っ て 延 び る
よ う に 予 め 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 部 材 １ ２ は 、 図 ４ （ ハ ） （ ニ ） に 示 す よ う に 、 開 口 部 １ ４ を プ レ ー ト ３ の 側 に 向 け
、 開 口 部 １ ４ を 通 じ て プ レ ー ト ３ を ス リ ッ ト 孔 １ ３ 内 に 差 し 込 み 、 部 材 １ ２ を プ レ ー ト ３
の 側 に 寄 せ て い っ て 取 付 け 孔 １ ６ ， １ ６ 同 士 を 芯 合 わ せ 状 態 に し 、 そ し て 、 側 方 か ら 図 ２
に 示 す よ う に ボ ル ト １ ７ を 取 付 け 孔 １ ６ ， １ ６ に 通 し て 締 め 付 け る こ と で プ レ ー ト ３ に 結
合 さ れ る が 、 部 材 １ ２ を プ レ ー ト ３ の 側 に 寄 せ て い く こ と で 、 ジ ョ イ ン ト 止 水 材 １ ５ は 、
部 材 １ ２ と 外 壁 と の 間 に 挟 み 込 ま れ て 、 縦 目 地 部 部 分 ４ に 対 し て 弾 力 的 な 押 し 当 て 状 態 と
な り 、 そ れ に よ っ て 、 プ レ ー ト ３ の 貫 通 す る 上 下 の 一 次 目 地 止 水 材 ９ ， ９ 間 が 止 水 状 態 に
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 構 造 に よ れ ば 、 ジ ョ イ ン ト 止 水 材 １ ５ の 使 用 に よ っ て 、 一 次 目 地 止 水 材 ９ ， ９ 間 を
、 簡 素 な 構 造 で 、 し っ か り と し た 止 水 状 態 に す る こ と が で き る と 共 に 、 ジ ョ イ ン ト 止 水 材
１ ５ は 、 部 材 １ ２ と 外 壁 と の 間 に 挟 み 込 ま れ て 外 部 か ら 視 認 さ れ に く く 、 屋 外 側 に 面 す る
一 次 目 地 止 水 材 ９ ， ９ 間 を 、 目 立 ち に く い ス ッ キ リ と し た 仕 上 が り で 、 止 水 状 態 に す る こ
と が で き る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ジ ョ イ ン ト 止 水 材 １ ５ が 部 材 １ ２ の 側 に 予 め 取 り 付
け ら れ て い る の で 、 上 下 の 一 次 目 地 止 水 材 ９ ， ９ 間 を 施 工 容 易 に か つ き れ い に 止 水 状 態 に
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す る こ と が で き る が 、 ジ ョ イ ン ト 止 水 材 １ ５ は 部 材 １ ２ の 側 に 予 め 取 り 付 け ら れ て い て も
い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 発 明 思
想 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 各 種 の 変 更 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 本 発 明 で は 、 目 地 止 水 材 ８ に 設
け ら れ る 切 込 み １ ０ は 、 プ レ ー ト ３ を 通 し た 状 態 で 、 目 地 止 水 材 ８ が 該 プ レ ー ト ３ の 外 周
と 部 分 的 に 密 着 状 態 と な る よ う な 長 め 寸 法 に 設 定 さ れ て い て も よ く 、 そ の 場 合 で あ っ て も
、 補 強 止 水 材 １ １ を 使 用 す る こ と に よ っ て し っ か り と し た 止 水 状 態 を 形 成 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 プ レ ー ト ３ が 外 壁 縦 目 地 ４ を 貫 通 す る 場 合 を 示 し て い る
が 、 プ レ ー ト ３ の 貫 通 す る 外 壁 目 地 の 方 向 に 制 限 は な い 。 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 貫
通 材 が プ レ ー ト ３ で あ る 場 合 を 示 し て い る が 、 貫 通 材 の 形 態 に 制 限 は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 図 （ イ ） は 実 施 形 態 の 止 水 構 造 を 示 す 断 面 平 面 図 、 図 （ ロ ） は 同 断 面 側 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 同 止 水 構 造 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 （ イ ） 及 び 図 （ ロ ） は 、 図 ４ （ ハ ） （ ニ ） と 共 に 、 止 水 の 施 工 方 法 を 順 次 に 示
す 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 （ ハ ） 及 び 図 （ ニ ） は 、 図 ３ （ イ ） （ ロ ） と 共 に 、 止 水 の 施 工 方 法 を 順 次 に 示
す 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ３ … プ レ ー ト （ 貫 通 材 ）
　 ４ … 外 壁 縦 目 地
　 ８ … 乾 式 二 次 目 地 止 水 材 （ 乾 式 目 地 止 水 材 ）
　 ９ … 乾 式 一 次 目 地 止 水 材
１ ０ … 切 込 み
１ １ … 乾 式 補 強 止 水 材
１ ２ … 部 材
１ ４ … 開 口 部
１ ５ … 乾 式 ジ ョ イ ン ト 止 水 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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